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氷見市農業委員会 定例総会議事録 

（令和３年度 １０月度） 

 

１ 日  時  令和３年１０月１日（金） 

開会：午後２時５９分 

閉会：午後３時３０分 

 

２ 場  所  氷見市役所Ｃ棟３階 ３０１会議室 

 

３ 出席委員  １３名 

1番 山下  裕  2番 中葉  隆   3番 道淵  登 

4番 上出 義美   5番 西塚 信司   6番 田中 昭一 

7番 𠮷田 武嗣  8番 宮木 克幸 10番 田中 利男 

11番 嵐  浩由  12番 扇谷 俊彦 14番 岩上  茂 

15番 松原 夫 

 

４ 欠席委員    9番 小澤 幹夫 13番 山下 茂昭 

 

５ 議  題  第１号議題 農業経営基盤強化促進事業適格決定について 

第２号議題 農地法第３条の規定による許可申請について許可を与え

る件 

第３号議題 農地法第４条及び第５条の規定による許可申請について

意見を付する件 

第４号議題 氷見農業振興地域整備計画の変更について 

                   

６ 職務のため出席した事務局等職員 

４名 

局 長 西島 秀元  主 任 西山 直樹  事務員 池田 幸代 

 

市長部局から 

農林畜産課主事 前田 智之 

 

７ 総会の概要 

（事務局） ただいまから、令和３年度１０月度定例総会を開催いたします。 

はじめに、会長から挨拶がございます。 

 

（会長）   挨拶 （略） 
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（事務局）  ありがとうございました。 

  今回も、農業委員会憲章の朗読を割愛いたします。 

 

（事務局）  次に、本総会の議長は、氷見市農業委員会総会会議規則第４条により、

会長が務めることとなっておりますので、会長に議長をお願いいたしま

す。 

 

□議長（会長） それでは、本日の総会に付議する案件は、 

第１号議題 農業経営基盤強化促進事業適格決定について 

第２号議題 農地法第３条の規定による許可申請について許可を与え

る件 

第３号議題 農地法第４条及び第５条の規定による許可申請について

意見を付する件 

第４号議題 氷見農業振興地域整備計画の変更について 

であります。 

 

□議長（会長） 本日は、山下茂昭委員、小澤委員から欠席の報告を受けていますが、

在任委員１５名中１３名と過半の出席により、総会は成立していること

を報告いたします。 

 

□議長（会長） これより議題に入りますが、本日の議事録署名委員として、中葉委員、

道淵職務代理者にお願いいたします。 

 

 

□議長（会長） それでは、第１号議題 農業経営基盤強化促進事業適格決定について

につきまして、事務局の説明を求めます。 

 

（事務局）  （趣旨説明の後、農林畜産課より説明） 

第１号議題 農業経営基盤強化促進事業適格決定についてにつきま

して、ご説明いたします。今月の利用権設定は、相対の利用集積計画で

あります。 

番号１～   の借受人の氏名、面積を確認 

 

以上、総合計で  件、  筆、設定面積   ㎡について、  名

の貸し手から利用権の設定を受けるものとなっています。 
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これらの案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に掲げる基

本構想との整合性、農用地の効率的利用、常時従事者等の各要件を満た

していると考えます。よろしくお願いいたします。 

 

□議長（会長） 事務局の説明が終わりましたので、異議又は質問があればお願いしま

す。なお異議又は質問のある委員は、挙手をお願いします。 

 

……………発声なし…………… 

 

□議長（会長） 無いようでございますので、異議がないと認め、第１号議題 農業経

営基盤強化促進事業適格決定についてにつきまして、原案のとおり承認

することとします。 

 

 

□議長（会長） 次に、第２号議題 農地法第３条の規定による許可申請について許可

を与える件につきまして、事務局の説明を求めます。 

 

（事務局）   第２号議題 農地法第３条の規定による許可申請について許可を与え

る件につきまして、ご説明申し上げます。 

今回の申請件数は２件です。 

まず１件目は、氷見市＊＊   番で、申請面積は   ㎡、 

登記地目は田です。 

譲渡人 氷見市＊＊   番地（氏名＊＊）から、 

譲受人 氷見市＊＊   番地（氏名＊＊）へ譲受人の要望により所

有権の移転を行うものです。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

本件は譲渡人が除草を行うなど自己保全管理を行ってきましたが、本

家に当たる譲受人から、作れないなら畑として利用するとして話を持ち

掛け、所有権移転となったものです。 

 

次に２件目は、氷見市＊＊   番で、申請面積は   ㎡、 

登記地目は畑です。 

譲渡人 氷見市＊＊   番地（氏名＊＊）から、 

譲受人 氷見市＊＊   番地（氏名＊＊）へ譲渡人の要望により所

有権の移転を行うものです。 
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（タブレットで位置、現況を確認） 

本件は譲渡人が高齢のため、長年来の友人である譲渡人に相談したと

ころ、隣接する場所に田を持っていることから管理に支障がないとして、

所有権移転となったものです。 

 

以上、今回の案件は、農地法第３条第２項各号に規定されている全部

効率利用、常時農業従事、下限面積など、不許可の要件に該当しており

ませんので、許可が相当と判断されます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

□議長（会長） 事務局の説明が終わりましたので、異議又は質問があればお願いしま

す。 

 

……………発声なし…………… 

 

□議長（会長） 無いようでございますので、異議がないと認め、第２号議題 農地法

第３条の規定による許可申請について許可を与える件につきまして、原

案のとおり承認することとします。 

 

 

□議長（会長） 次に、第３号議題 農地法第４条及び第５条の規定による許可申請に

ついて意見を付する件についてにつきまして、事務局の説明を求めます。 

 

（事務局）   第３号議題 農地法第４条及び第５条の規定による許可申請について

意見を付する件、３件につきましてご説明いたします。 

 

番号１、地区は  です。 

譲受人は氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

譲渡人は氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

申請地は、氷見市＊＊  番、申請書において地目は登記、現況とも

に畑です。 

申請面積は   ㎡、転用目的が   、権利は   です。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

農地区分は第３種農地です。 
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番号２、地区は  です。 

譲受人は氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

譲渡人は氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

申請地は、氷見市＊＊  番、申請書において地目は登記が畑、現況

が宅地です。 

申請面積は   ㎡、転用目的が   、権利は   です。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

農地区分は第３種農地です。 

         

        番号３、地区は  です。 

譲受人は、氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

譲渡人は、氷見市＊＊  番地（氏名＊＊）、 

申請地は、氷見市＊＊  番、申請書において地目は登記、現況とも

に田です。 

申請面積は   ㎡、転用目的が   、権利は   です。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

農地区分は第１種農地です。 

 

引き続き、許可基準について、説明させていただきます。 

番号１番と２番の許可基準につきましては、都市計画法上の用途地域

（第１種住居地域）であり第３種農地となり、第３種農地の許可基準「原   

則許可」の運用にて許可となります。 

番号３番の許可基準につきましては、１０ヘクタール以上の規模の一

団の農地の区域内にある農地のため第１種農地であり原則不許可です

が、第１種農地の許可基準「集落接続」の運用にて例外許可となります。 

 

では、今回付された案件３件につきまして、原案のとおり進達してよ

ろしいか、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

□議長（会長） 質問を受ける前に、先般＊月＊＊日に行われました＊＊委員と該当地

区推進委員、事務局員による現地調査につきまして、＊＊委員から報告

を受けます。 

 

（＊＊委員）  先般＊月＊＊日、わたしと地区推進委員及び事務局員で現地調査を実

施しました、その結果について報告いたします。 
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今回の案件は３件ですが、番号３につきましては、除外申請時に現地

調査をしており、計画の変更等がないことから今回の調査は不要となり

ます。 

残る２件につきましては、隣接地との境界が確定されており、用排水

路、周辺農地への影響に問題がないことを確認しました。 

隣接農地のある番号３番については、隣接農地耕作者からの承諾が得

られております。 

また、３件ともに氷見市土地改良区からの同意書が添付されており、

番号２番は西条畑地かんがい土地改良区からの同意書も添付されてお

ります。 

 

以上、今回の案件３件は、原案のとおり許可相当であると判断したこ

とを、ご報告いたします。 

 

□議長（会長） 事務局の説明と＊＊委員の現地調査による報告を踏まえ、異議又は  

質問があればお願いします。 

……………発声なし…………… 

 

□議長（会長） 無いようでございますので、異議がないと認め、第３号議題 農地法

第４条及び第５条の規定による許可申請について意見を付する件につ

きまして、原案のとおり、許可相当の意見を付して進達することとしま

す。 

 

 

□議長（会長） 次に、第４号議題 氷見農業振興地域整備計画の変更についてにつき

まして、事務局の説明を求めます。 

 

（事務局）   第４号議題 氷見農業振興地域整備計画の変更についてにつきまして、

ご説明いたします。 

        なお、今回の案件５件は、農振農用地からの除外ではなく、農振農用

地への編入の案件となります。 

今回、願出のあった編入願記載内容の一覧表になります。 

中山間地域等直接支払制度を活用するため、集落単位で願出がありま

したので、集落ごとにまとめて説明させていただきます。 
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番号１～２、地区は   です。 

願出者は、氷見市＊＊  番地（氏名＊＊） 

             氷見市＊＊  番地（氏名＊＊） 

対象地は、氷見市＊＊  番、  番、・・・・・の計  筆、申請書

において地目はすべて登記、現況ともに田です。 

対象地の面積は   ㎡です。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

 

番号３～５地区は   です。 

願出者は、高岡市＊＊  番地（氏名＊＊） 

        氷見市＊＊  番地（氏名＊＊） 

        高岡市＊＊  番地（氏名＊＊） 

除外対象地は、氷見市＊＊  番、  番、・・・・・の計  筆、申

請書において地目はすべて登記、現況ともに田です。 

対象地の面積は   ㎡です。 

（タブレットで位置、現況を確認） 

 

番号１番から５番すべてで、隣接耕作者、集落代表者、地区推進委員、

土地改良区からの同意も得られております。 

今回の編入については、地域の特性に即した農業の振興を図るためそ

の土地の農業上の利用を確保することを目的としていることから、農業

振興地域の整備に関する法律第１０条第３項第５号に該当するため、農

業振興地域内にある農用地とすることが適当な土地であると考えられ

ます。 

 

では、今回付された案件５件につきまして、農業委員会として意見が

あるかについて、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

□議長（会長） 質問を受ける前に、先般＊月＊＊日に行われました＊＊委員と該当地

区推進委員、事務局員による現地調査につきまして、＊＊委員から報告

を受けます。 

 

（＊＊委員）  先般＊月＊＊日、わたしと地区推進委員及び事務局員で現地調査を実

施しました、その結果について報告いたします。 
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今回の案件５件につきまして、隣接地との境界が確定されており、用

排水路、周辺農地への影響に問題がないことを確認しました。 

また、隣接農地耕作者からの承諾が得られており、 

「氷見市土地改良区」からの同意も得られております。 

 

以上、今回の案件５件は、原案のとおり編入に支障がないと判断した

ことを、ご報告いたします。 

 

□議長（会長） 事務局の説明と＊＊委員の現地調査による報告を踏まえ、異議又は質

問があればお願いします。 

 

……………発声なし…………… 

 

□議長（会長） なお、本件は第１号議題と同様に諮問案件でありますので、意見はい

かがでしょうか。 

 

……………発声なし…………… 

 

□議長（会長） 意見が無いようですので、異議等がないと認め、第４号議題 氷見農

業振興地域整備計画の変更につきまして、変更案のとおり承認し、 「意

見無し」と氷見市長に答申することとします。 

 

 

□議長（会長） 以上で本日の付議案件は、全て審議されました。 

 

これで、氷見市農業委員会９月度定例総会を終了します。 

 

・その他連絡事項 
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氷見市農業委員会総会会議規則第１４条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

令和３年１０月１日 

議  長 

                                       

 

署名委員 

                                       

 

署名委員 

                                       


